
図1.14 リンクドリードを用いたスカッフォールディングのイメージ
(a)スカッフォールディング不可能な場合。コンティグ1とコンティグ2の両末端に同一断片由来の
リンクドリードが存在しなければ（マップできなければ）、片方のコンティグのみとの重なりの
度合いに関係なくスカッフォールディングを試みる対象とはならない。(b)スカッフォールディン
グ可能な場合。対象となる2つのコンティグの両端と同一断片由来リンクドリードの重なりが大き
い（多数のリンクドリードがマップされる）ほど、高い信頼度をもってコンティグ間にNを配置し
て1つの大きなスカッフォールドにすることができる。
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